


第 16 回「日の丸・君が代」問題等全国学習・交流集会 

集会参加と賛同の呼びかけ 

 

パレスチナ・ガザでのジェノサイドの首謀者たちが、国際法も国連憲章もかなぐり捨て、さらなる侵略

拡大と無差別殺戮の暴挙に打って出ました。米・イスラエルによるイラン侵略です。米トランプ大統領

は、すでにベネズエラに侵攻し大統領を拉致監禁し、さらに「イランの次はキューバだ」と反米政権を軍

事力でねじ伏せようとしています。この暴虐を直ちに止めるようと世界の民衆が起ち上がり、私たちもま

た各地で行動に取り組んでいます。 

高市政権は「安保３文書」に基づき、日本をトランプ米政権の世界戦略に完全に統合された「戦争遂行

国家」へと変貌させています。南西諸島から全国各地へと広がる自衛隊のミサイル基地化、日米軍の統合

司令体制化、そして次期戦闘機の共同開発と武器輸出の解禁は、日本を「死の商人」の道へと引きずり込

んでいます。さらに今国会では、市民を監視し内心の自由を奪う「国家情報局設置法」「スパイ防止法」

の制定や、「個人の尊厳」や「表現の自由」を「国家の尊厳（愛国強制）」の前にねじ伏せ処罰する「国旗

損壊罪」の新設といった、最悪の弾圧立法が強行されようとしています。 

こうした動きは、教育現場の徹底した管理統制と一体です。中学生への自衛隊職場体験や入隊案内のた

めの個人情報提供、「子ども防衛白書」の配布、政府見解を教科書に書かせる検定制度、教科書採択への

政治介入、そして全国で繰り返される「日の丸・君が代」の強制は、子どもたちを戦争へ動員するための

精神武装の一環に他なりません。 

 現在、学校現場では不登校や教室に入れない子どもたちが激増し、教員もまた過酷な管理の中で疲弊し

苦しんでいます。しかし政府が進める「教育改革」は、こうした教育の崩壊に向き合うどころか、新自由

主義的な「国家標準」の数値を押し付け、学校を「グローバル人材」という国家資源を生産する工場へと

作り替えようとしています。 

今年は、教育基本法改悪から 20 年の節目となります。私たちの闘いは、国家による思想統制を許さ

ず、「子どもたちを再び戦場に送らせない」ための、絶対に止めることのできない抵抗闘争です。 

2026 年 7 月は大阪に集いましょう。極右内閣による戦争への暴走を食い止め、自由で民主主義的な

教育を取り戻すために、全国の知恵と力を結集しましょう。第 16 回全国学習・交流集会の成功に向け、

多くの団体・個人の賛同と集会への参加を心より呼びかけます。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  (切 り 取 り) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

集会への賛同をお願いします 

【賛同金】 各 1 口 ＜個人＞1,000 円 ＜団体＞2,000 円 

【郵便振替】口座番号：00950−0−302981 加入者名：「日の丸・君が代」強制反対大阪ネット 

（※振込用紙に「16 サンドウ」の記載とお名前公開｢カ｣｢フカ｣の記入をお願いいたします。） 

 

＜お名前または団体名＞（                              ） 

＜連絡先住所＞（                                  ） 

＜メールアドレス＞（                         ） 

＜賛同金＞ （   ）口 （       ）円  ＜お名前公表の可否＞  可 ・ 不可 


